條 | 
HH 
中 


本 書 は 取り 扱い 説明 書か ら 注意 文 な ど 、 製 品 の 操作 方 法 に つい て 直接 関係 の な い 部 分 や 余 
白 な ど を 削除 、 修 正 し た も の で す 。 操作 方 法 が 分 か ら なく な っ た が 説明 書 が 手許 に な いと 
か 、 製 品 に 興味 が ある が 操作 方 法 は どの よう に な っ て いる の か 先 に 知り た い 、 と いっ た 場 
合 に お 使い 頂く 事 を 念頭 に 編集 し て お り 、 正 し く お 使い 頂く た め に は 必ず 製品 に 同 柚 さ れ 
て いる 説明 書 を お 読み 下さ い 。 又 、 本 書 が 完全 な 説明 書 で は 無い こと に 対す る クレ ー ム は 
一 切 お 受け 致し ませ ん の で 、 予 め 御 理解 くだ さい 。 


沿 、 正 式 な 説明 書 は 無線 機 販売 店 で ご 購入 いた だ け ま す 。 詳 しく は 下記 の 弊社 ウエ ブサ イ 
ト を ご 参照 くだ さい 。 
http://wwwr.alinco.co.jp/denshi/14.html 


_//////。 = ぷぷ 4 


特定 小 電 力 ハ ン デ ィ ト ラン シー バー 
(総務 省 技 術 基準 適合 品 


DJ-PA20 
取扱 説明 書 


LIMCO 学 


アル イン コ の トランシーバー を お 買い 上 
げ い た だ きま し て あり が と う ご ざ いま す 。 
本 製品 の 機能 を 充分 に 発揮 させ 、 効 果 的 
に ご 使用 いた だ く た め 、 こ の 取扱 説明 書 
を ご 使用 前 に 最後 まで お 読み くだ さい 。 
また 、 こ の 取扱 説明 娠 は 大 切 に 保管 し て 
くだ さい 。 ご 使用 中 の 不明 な 点 や 不具 合 
が 生じ た と き 、 お 役に立ち ます 。 


EE リリ ) 株 式 会 守 EEER 昌 昌 昌 昌 還 還 昌 昌 7 ププ グ 2 


区 剛 お 使い に な る 前 に Fi 


付属 品 と 取り 付け 方 
開 柚 し まし た ら 、 付 属 品 を 確認 し て くだ さい 。 
品 ベ ルト クリ ッ プ (ビス 1 本 ) 
ロロ ハ ンド スト ラッ プ 
日 取 扱 説明 書 (本 書 ) 
口 保証 書 


意 保証書 に 購入 の 日 付 が 記載 され て いな いと き は 、 レ シー ト を 保証 審 と 一 緒 に 


保管 し て くだ さい 。 ど ご 購入 日 が 証明 で きる 書類 が 無い と 保証 サー ピス は 多 
と な り ま す の で ご 注意 くだ さい 。 


田 ベ ルト クリ ッ プ の 取り 付け 


ベル トク リッ プ を 本 機 の 背面 に 取り 付け ます 。 
確実 に 取り 付け た こと を 確認 し て くだ さい 。 


友 も ベル トク リッ プ は 消耗 品 で 、 ス ペア を 部 品 と し て 販売 し て いま す 。 本 体 を お 
買い 求め の 販売 店 に ご 相談 くだ さい 。 
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お 使い に な る 前 に 
田 ハ ンド スト ラッ プ の 取り 付け 
本 機 背面 上 部 に ある スト ラッ プ 用 の 通し 穴 に 右 図 の よう に 取り 付け ます 。 


[アラ 
4 モモ ベル トク リッ プ と ハン ドス トラ ッ プ 両方 取り 付け る 場合 に は 、 先 に ハン ド 
アス トラ ッ プ な 取り 付け て か ら ベ ルト クリ ッ プ を 取り 付け て くだ さい 。 


田 ア ン テ ナ の 立て 方 


アン テ ナ は 回 転 式 に な っ て いま す 。 
ご 使用 の 際 に は 必ず アン テ ナ を 立て て くだ さい 。 


・ ア ン テ ナ を 回 す と き は ゆっ くり と 根元 を 持っ て 回 し て くだ さい \。 
・ ア ン テ ナ や ハン ドス トラ ッ プ の 端 を 持っ て 本 体 を 振り 回 し た り 、 投 げた り 


し な いで くだ さい 。 け が や 故障 、 破 損 の 原因 に な り ま す 。 
・ ア ン テ ナ は 電波 法 上 、 取 り 外せ な い 構 造 に な っ て いま す 。 


田 乾 電池 の 入れ 方 
① カ バー を 開け る 
ロッ ク を 外し て カバ ー を 開け ます 。 


N 


@ べ 
カバ ー を 開け る で 


お 使い に な る 前 に 


@ 電 池 を 入れ る 


市 販 の 単 三 形 乾電池 3 本 を 、 ケ ー ス 内 側 の 「 十 」 、「 一 ] 表示 に し た が っ 
て セッ ト し ます 。 


・ キ ノー の 向き が 違わ な いよ うに 注意 し て くだ さい 。 
・ 志 池 は 同じ 種類 の 新しい も の を 使用 し て くだ さい 。 ア ルカ リ や オキ シラ イ 
ド な ど 、 高 性 能 の 乾電池 の 使用 を お すす めし ます 。 


・ 市 販 の 単 三 形 充 電池 は 使用 し な いで くだ さい 。 

・ 長 期間 使用 し な い 場 合 は 電池 を 取り 外し て くだ さい 。 

s ー と た と 外部 電源 を 外し 、 本 機 の 電源 を OFF に し て か ら お こ な っ 
て くだ さい 。 


ツメ を 合わ せ て 
< へ 、 カ バー を 基 め る 


③ カ バー を 閉め る 


ツメ を 合わ せ て カバ ー を 閉め 、 ロ ッ ク を か け ま す 。 
きち ん と 閉まっ て いる こと を 確認 し て くだ さい 。 


田 バ ッ テ リ ー バ ッ ク の ショ ー ト 防止 の ご 注意 端子 本 


バッ テリ ー バ ッ ク を 持ち 運ぶ と き に は 、 端 子 が ショ ー ト し な いよ うに ビニ ー 
ル 袋 に 入れ る な ど 注 意 し て くだ さい 。 (P.18) 
ショ ー ト する と 、 大 電流 が 流れ て 火傷 や 火 事 を 起こ す 危 険 が あり ます 。 
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お 使い に な る 前 に 


較 バ ッ テ リ ー パ ッ ク (オプ ショ ン ) 
バッ テリ ー バ パック は 出荷 時 に は 充分 に 充電 され て いま せん 。 お 買い 上 げ 後 に 満 充電 し て か ら ご 使用 くだ さい 。 呈 


ニッ カド バッ テリ ー バ ッ ク : EBP-25N (3.6V 700mAh) 
リチウム イオ ン バ ッ テリ ー バ ッ ク : EBP-Z70 (3.2V 1000 mAh) 


@ バ ッ テ リ ー バ ッ ク の 充電 方 法 


バッ テリ ー バ ッ ク と 充電 器 の 適切 な 組合 せ に つい て は 、 下 図 を 参照 し こく だ さい 。 
〇 の 組合 せ が 使用 で きま す 。 ( 約 … 時 間 ) は 、 空 の バッ テリ ー パ バッ ク を 満 充 下 す る の に 必要 な 時 間 を 示し ます 。 


|: 語 、ーーー7 で ッ テ リ ー バ ッ ク ニッ カテ リー バッ クー ト り チラ ムイ オシリ t ッ デリー バック 
電 EBP-70 


EDC-109J ツイ ン 急 速 充 十 器 セッ ト 〇 ( 約 2 時 間 ) 

EDC-115 標準 充 赴 器 セッ ト 〇 ( 約 12 時 間 ) 

EDC-158A ツイ ン 急 速 充 串 回 セ ッ ト に コー ーー や 5 

EDC-158R 連結 充 置 ス タン ド | 0 。 
EDC-165 大 容量 AC ア ダブ ター (連結 電 用 )| | 〇 (5 時 間 ) 


四 光司 スタ ンド (EDC-158H) を 2 台 以 上 連結 し て 充 路 する 場合 、 必 ず 大 容量 の AC ア ダブ ター (EDC-162) が 必要 


枚 モ ce (EDC-158R) を 連結 し て 、 一 度 に トラ ン シ ー バ ーB8 台 まで 充電 する こと が 
- ゲ i@ e 
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お 使い に な る 前 に 
人 @ 充 電器 の 使用 方 法 


意 本書 の 「 維 告 ](P.1) 、 オ ブシ ョ ン の 取扱 説明 書 の 「 ご 使用 に な る 前 に 」 


と 「 充 是 時 の ご 注意 ] を ど 使 用 前 に 必ず お 読み くだ さい 。 


LIEDC-109J (ツイ ン 急 束 充 電器 セッ ト ) に よる 充電 方 法 
付属 品 : AC ア ダブ ター、 充 時 スタ ンド 


① ト ラン シー バー 本 体 に ニッ カド バッ テリ ー バ パック (EBP-25N) を 装 交 し 
ます 。 


意 ニッ カド リバ ッ テ リー バッ ク の 極性 に 注意 し て 装着 し て くだ さい 。 


@⑯⑥AC ア ダブ プター の プラ グ を 充 宮 スタ ンド 背面 の ジャ ッ ク に 接続 し ます 。 


⑧AC ア ダブ プター を 家庭 用 起源 AC100V の コン セン ト に 接続 し ます 。 
(すべ て の イン ジ ケ ー タ ー が 点灯 し た あと 消灯 し ます 。) 


イン ジ ケ ー タ ー 側 に トラン シー バー の 前 面 を 向け た 状態 で 充 題 スタ ンド の 
ポケ ッ ト に 挿入 し ます 。 ( ら 台 同時 、 ま た は 前 後 ど ちら か の ポケ ッ ト で 1 
台 で も 充電 可能 で す 。) 
充電 スタ ンド の CHG ラン プ (赤色 ) が 点滅 し 、 充 電 状 態 に な り ま す 。 


⑤ 充 電 が 完了 する と 、CHG ラ ンプ (赤色 ) が 消え 、 充 電 完 了 の FULL ラ ンプ 
(緑色 ) が 点灯 し ます 。 


お 使い に な る 前 に 


注意 を に CHG ラ ンプ (赤色 ) と FULL ラ ンプ (緑色 ) が 同時 に 点 減 し ます 。 こ の 場合 、 バッテリ ー バ ッ 


が 正しく 装着 され て いる か 確認 し 、 異 常 が 見 当ら な いと き は 電池 の 消耗 が 考え られ ます の で 、 バ ッ テ リ ー パ ッ ク を 交 
換 し て くだ さ し 、 それ で も 正常 に 動作 し が ない とき は 、 使 用 を 中 止 し て 当社 サー ビス セン ター へ ご 相本 く だ さい 。 


LEDC-115 (標準 充電 器 セ ッ ト ) に よる 充電 方 法 
付属 品 : AC ア ダブ ター、 充 回 スタ ンド 


① ト ラン シー バー 本 体 に ニッ カド バッ テリ ー バ パック (EBP-25N) を 装着 し 
ます 。 


ニッ カド バッ テリ ー バ ッ ク の 極性 に 注意 し て 装着 し て くだ さい 。 


AC ア ダブ ター の ブラ グ を 充電 スタ ンド の ジャ ッ ク に 接続 し ます 。 
③AC ア ダブ プター を 家庭 用 電源 AC100V の コン セン ト に 接続 し ます 。 


④ イ ンジ ケー ター 側 に トラ ン シ ー バ ー の 前 面 を 向け た 状態 で 充電 スタ ンド の 
ポケ ッ ト に 挿入 し ます 。 
充 吉 スタ ンド の CHAHGE ラ ンプ ブ (赤色 ) が 点灯 し 、 充 電 状 態 に な り ま す 。 


ノル 竹 人 @ の ラン プ は 通電 状態 を 示す も の で 、 充 二 の 状 有 に か か わら ず 、 天 に 上 殺 
レ し て いま す 。 
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お 使い に な る 前 に 
LIEDC-158A (ツイ ン 急 速 充電 器 セ ッ ト ) に よる 充電 方 法 
付属 品 : AC ア ダブ プター、 充 電 ス タン ド 


① ト ラン シー バー 本 体 に リチウム イオ ン バ パ バッテリー パッ ク (EBP-70) を 装着 
し ます 。 


リチウム イオ ン バ ッ テリ ー バ パッ ク の 極性 に 注意 し て 装 症 し て くだ さい 。 


@⑯AC ア ダブ プター の プラ グ を 充電 スタ ンド 背面 の ジャ ッ ク に 接続 し ます 。 

⑧AC ア ダブ プター を 家庭 用 電源 AC100V の コン セン ト に 接続 し ます 。 

④ イ ンジ ケー ター 側 に トランシーバ ー の 前 面 を 向け た 状態 で 充 吉 スタ ンド の 
ポケ ッ ト に 挿入 し ます 。 ( ら 台 同時 、 ま た は 前 後 ど ちら か の ポケ ッ ト で 1 
台 で も 充電 可能 で す 。) 
充電 スタ ンド の 赤色 ラン プ が 点灯 し 、 充 吉 状 態 に な り ま す 。 


⑤ 充 電 が 完了 する と 、 赤 色 ラ ンプ が 消灯 し ます 。 


レッ 
メモ トラ ン シ ー バ ー か ら 取 り 外 し て バッ テリ ー バ パッ ク の み を 充 軍 する こと も で き 
し ど ます 。 バ パッ テリ ー バ パッ ク の 極性 に 注 忠 し て 装 罰 し て くだ さい 。 


AC ア ダブ ター 
(EDC-128) 


AC ア ダブ プター 
で (EDC-189) 
リチウム イオ ン 


に パ バッテリー バッ ク 


LEDC-15BR (連結 充電 用 スタ ンド ) に よる 充電 方 法 
付属 品 : 接続 ステ ー 


EDC-158H を 使用 し て 連結 充電 する 場合 、 必 ず 大 容量 の AC ア ダブ プター (EDC- 
162) が 必要 と な り ま す 。 


以 モ 由 さ る (一 か ら 取 り 外 し て バッ テリ ー バ ッ ク の み を 充電 する こと も で き 


①AC ア ダ プ ター が EDC-1682 で ある こと を 確認 し て くだ さい 。 


スタ ンド の コネ クタ 同士 を 接続 し ます 。 ス タン ド は 最大 4 台 ま で 接続 で き 
ます 。 


③ 付 属 の 接続 ステ ー を スタ ンド 底面 の 溝 に 合わ せ て スラ イド させ ます 。 
確実 に スタ ンド 同士 が 固定 され た こと を 確認 し て くだ さい 。 


④AC ア ダ プ ター の コネ クタ を 端 の スタ ンド の コネ クタ に 接続 し ます 。 
アダ プター を 家庭 用 電源 AC100V の コン セン ト に 接続 し ます 。 


⑥ イ ンジ ケー ター 側 に トランシーバ ー の 前 面 を 向け た 状態 で 充電 スタ ンド の 
ポケ ッ ト に 挿入 し ます 。 (DJ-PA20 を 最大 B 台 まで 一 度 に 充電 する こと 
が で きま す 。) 

充 下 スタ ンド の 赤色 ラン プ が 点灯 し 、 充 起 状 態 に な り ま す 。 


(⑦ 充 電 が 完了 する と 、 赤 色 ラ ンプ が 消灯 し ます 。 


お 使い に な る 前 に 


(④AC ア ダフ プター の 
コネ クタ と 接続 


2 、(EDC-162) 


コン セン ト に 接続 
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お 使い に な る 前 に 


音 部 の 名 前 と は た らき 


本 機 の 各部 の 名 前 と その は た らき を 説明 し ます 。 
男前 面部 
アン テ ナ (P.1O) 


電源 音量 ツマ ミ 
(P28) 
イン ジ ケ ー タ ー 

送信 中 は 赤色 、 受 信 中 は 
緑色 に 点灯 し ます 。 


注意 アン テ ナ は 外れ な いよ うに な っ て 
W 。 いま す 。 
引き 抜い た り し な いで くだ さい 。 


ディ スプ レイ ( P21) 


キー パッ ド 
チャ ン ネ ル の 切り 替え や 各種 設 
定 に 使用 し ます 。 (P.20) 


スピ ー カ ー 
薄型 スピ ー カ ー が 内 蔵 さ れ て い 
ます 。 


マイ ク 
マイ ク と 口元 は 約 5cm 離 し て く 
だ さい 。 


お 使い に な る 前 に 


田上 面部 一 側面 部 


外部 電源 端子 
オプ ショ ン の AC ア ダブ プター (EDC-182 ら ) 


や シガー ライ ター ケー ブル (EDH-33) が [PTT] キー 
接続 で きま す 。 押す と 送信 し ます 。 離 す 
と 受信 待ち 受け 状態 に な 
注意 外部 電源 の プラ グ の 抜き 差し は 、 本 り ま す 。 
NN 携 の 電源 を OFF に し て か ら お こ な っ 各種 設定 を 確定 する 際 に 
て くだ さい 。 も 使用 し ます 。 
[MONI] キー 
相手 の 音声 が 途切れ る と 
き に 使用 し ます 。 
IF] キー 
宮 種 設定 の 開始 に 使用 し 
ます 。 
イヤ ホン 端子 マイ ク 端 子 
イヤ ホン や 外部 スピ ー 外部 マイ ク が 接続 で 


カー が 接続 で きま す 。 きま す 。 
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お 使い に な る 前 に 


キ ー 配 置 


| 呈 請 
チャ ン ネ ル 番 号 を 下げ ます 。 
3 加点 灯 状 態 “1]) で は グル ー プ 番号 を 下げ ます 。 
マ (ダウ ン ) キ セッ トモ ー ド の 説 定 値 選 択 ('31) 、 
コー ルト ー ン 機能 (P'24) に も 使用 し ます 。 
回 [On] キー グル ー プ トー ク 機 能 に 使用 し ます 。 


[GROUP] ノ 約 ど 秒 押し 続け る と キー ロッ ク が で きま す 。 
[SET] キー セッ トモ ー ド の 項目 選択 に も 使用 し ます 。 
チャ ン ネ ル 番 号 を 上 げ ま す 。 


国 点 灯 状 態 で は グル ー プ 番号 を 上 げ ま す 。 
セッ トモ ー ド の 設定 値 選択 (P.31) 、 
コー ルト ー ン 機能 (P.24) に も 使用 し ます 。 


*] : 回 点灯 状態 と は 、[F] キー を 押し て ディ スプ レイ に ト 国 を 点灯 させ た 状態 で す 。 


人 (アップ) キー 


お 使い に な る 前 に 


圏 デ ィ ス プレ イ 


①  ③ ⑳⑧ 


月 ロ 


腕 明 
[F] キー を 押す と 点灯 し ます 。 
VOX 機 能 設定 時 に 点灯 し ます 。 (P.35) 
秘話 機能 設定 時 に 点灯 し ます 。 (P.36) 
コン バン ダー 機能 設定 時 に 点灯 し ます 。 (P.34) 


キー ロッ ク 中 に 点灯 し ます 。 (P 28) 
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お 使い に な る 前 に 
圏 チャン ネル 表示 に つい て 
品 レジ ャ ー、 ビ ジネス 両方 の 20 チ ャ ン ネ ル を 搭載 し て いま す 。 


LO1 bO1 
L 表 示 は | ( b 表 示 は | ( 
レジ ャ ー タ イプ ビジ ネス タイ プ 
LO9 b1 1 
L 表示 の チャ ン ネ ル で は 、 従 来 の レジ ャ ー b 表示 の チャ ン ネ ル で は 、 従 来 の ビジ ネス 


タイ プ (9 チャ ン ネ ル 機 ) と 通信 で きま す 。 


本 機 を 使用 する 上 で 基本 と な る 操作 を 説明 し ます 。 
画 電 源 を 入れ る 


タイ プ (1 1 チャ ン ネ ル 機 ) と 通信 で きま す 。 


電源 音量 ツマ ミ を ( 方向 に 回 し 、 電 源 を 入れ ます 。 


和 モ [MONI] キー を 押す と 「 ザ ー」 と いう ノイ ズ が 聞こ えま す 。 ノ イズ 音 を 目 
に 安 に ツマ ミ を 回 す と 調整 し や すく な り ま す 。 
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田 チ ャ ン ネ ル を 合わ せる 


全 ま た は マキ ー で 通話 し た い ト ラン シー パー 全て を 同じ チャ ン ネ ル に 合わ せ 
ます 。L (レジ ャ ー) 、D (ビジ ネス ) の 表示 に 注意 し て 合わ せ て くだ さい 。 


アウ 
1 七 押し 続け る と 連続 し て 変化 し ます 。 


一 受信 する 
信号 を 受信 する と スピ ー カ ー か ら 相 手 の 声 が 聞こ えま す 。 
ー イ ンジ ケー ター が 艇 色 に 点灯 し 、 デ ィ ス プレ イ の 8 メー ター が 点灯 し ます 。 


[ ン を の 
和 モ 


・ 相 手 の 声 が 途切れ る 場合 、 [MONI] キー を 押し て くだ さい 。 
聞き や すく な る こと が あり ます 。 

押し て いる 間 、 イ ンジ ケー ター が 緑色 に 点灯 し ます 。 

・【[F] キー を 押し な が ら [MONI] キー を 押す と モニ ター 動作 を 保持 し ま 
す 。 同 じ 操 作 を お こ な う と 解除 し ます 。 


お 使い に な る 前 に 
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お 使い に な る 前 に 
男 送 信 す る 


信号 を 受信 し て いな いこ と を 確認 し て か ら 、 [PTT] キー を 押し ます 。 [PTTI 
キー を 押し た まま マイ ク に 向かっ て 話し ます 。 


ー イ ンジ ケー ター が 赤色 に 点灯 し ます 。 


2 
ノバ モ マイ ク と 口元 は 約 5cm 設 し て くだ さい 。 


注意 一定 の 強 さ 以上 の 信号 を 受信 し て いる と は 、 番 告 音 「 ブ ブ ブ 」 が 噂 送信 
IN ” で きま せん 。 (Pg7) 


[PTT] キー を 離す と 、 受 信 待 ち 受け 状態 に な り ま す 。 


圏 コー ルト ー ン 機能 


送信 中 に 全 キ ー、 補 キー また は 同時 に 押す と 、 呼 び 出 し 音 が 喉 り 相手 を 呼び 
出す こと が で きま す 。 そ れ ぞ れ の キー で 呼び 出し 音 は 異な り ま す 。 


お 使い に な る 前 に 
田 グ ルー プ 番 号 を 合わ せる (グル ー プ トー ク 機 能 を 設定 する ) 


同じ グル ー プ の 人 と だ け 通 話し た いと き は 、 グ ルー ブ ト ー ク 機能 を 使用 し ま 較 
す 。 
① [GROUP] キー 押す 

ー グ ルー プ 号 が 点灯 し ます 。 


⑨ グ ルー プ 番 号 を 合わ せる 


[F] キー を 押し な が ら 、 全 また は マキ ー を 押し て 自分 の グル ー プ の トラ 
ン シ ー パ バー を 全て 同じ グル ー プ 番号 に 合わ せま す 。 


・ グ ルー プ 番 号 は 、01 50 の 間 で 任意 に 概 定 で き 
8 り キー を 押し た まま 人 る また は マキ ー 寿し 縮 け る 連続 し て 変化 し ま 


人 タル ー プ の の と える どき 別 の グル ー プ 番号 に 設定 し 直し て く 
で さい 。 
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お 使い に な る 前 に 
③ 送 信 す る 
[PTT] キー を 押し な が ら マ イク に 向かっ て 話し ます 。 
づつ 同じ チャ ン ネ ル 、 同 じ グ ルー プ 番 号 の 相手 と だ け 通 話 で きま す 。 


アテ 、 
/ モ ・ グ ルー プ ト ー ク は トー ンス ケル チ と 呼ば れる こと も あり ます 。 


・ グ ルー プ ト ー ク 機能 の な い ト ラン シー バー は 通話 音 は 聞こ えま す が 、 グ ル 
プ ト ー ク 機能 を 設定 し て いる グル ー プ と は 通話 する こと が で きま せん 。 


特定 小 電力 の 通信 制限 に つい て 


EN トラ ン シ ー バ ー の 通信 に 関す る 制限 事項 に つい て 説明 し 


画 3 分 制限 (3 分 以上 は 連続 で 送信 で きま せん ) 


送信 、 受 信 合わ せ て 分 以内 で す 。 
まこ 通信 時 間 が 合計 3 分 に な る と 自動 的 に 送信 は 停 


注意 3 分 の 通信 時 間 制 恨 に より 、 自 動 的 に 通信 が 停止 し た 後 は 、 約 ら 秒 た た な い 
へ と 次 の 送信 は で きま せん 。 


お 使い に な る 前 に 


田 キ ャ ヤリ アセ ンス (受信 中 は 送信 で きま せん ) L05-01 = こ | 


一 定 の 強 さ 以上 の 信号 を 受信 し て いる と き は [PTT] キー を 押し て も 送信 で 5 UN 
| 


きま せん 。 
に G の 


受信 中 に [PTT] キー を 押す と アラ ー ム 音 が 鳴り 、 送 信 で き な い こと を お 知 ) 
ら せ し ます 。 PN 
eee | 9 
人 生 ピー ブ を OFF に し て いる と き 、 ア ラー ム 音 は 鳴り ませ ん 。 L05-01 
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上 人 便 利 な 機能 


本 機 を 使用 する 際 に 便利 な 機能 を 紹介 し ます 。 


キー ロッ ク (2 タイ プ ) 


キー ロッ ク し て お く と 、 誤操作 な ど に よる 設定 変更 を 防止 で きま す 。 


アモ キー ロッ ク 中 で も 、 電 源 オン ン オ フ 、 送 信 、 モ ニタ ー 操 作 は 操作 可能 で す 。 


田 簡 易 キ ー ロ ッ ク エー 
@ キ ー ロ ッ ク す る ーーーーー 

[0m] キー を 約 ら 秒 押し ます 。 | 

ー「LoC-1」 が 点 減 し た 後 、 0m が 点灯 し ます 。 と コア テー ガラン | 


@ キ ー ロ ッ ク を 解除 する 
キー ロッ ク 中 に [OOm ] キー を 約 秒 押し ます 。 
っ 0 が 消灯 し キー ロッ ク が 解除 され ます 。 


画 通 常 キ ー ロ ッ ク / ーーーー =、 

@ キ ー ロ ッ ク す る | 2 
[F] キー を 押し な が ら 、[ 0m ] キー を 約 ら 秒 押し ます 。 レン ニー と 
ー「LoC-2」 が 点滅 し た 後 、 0m が 点灯 し ます 。 《⑯⑬3 %2 


キー ロッ ク を 解除 する 。 
キー ロッ ク 中 に 「[F] キー を 押し な が ら 、[ ひ m ] キー を 約 2 秒 押し ます 。 
ー ひ m が 消灯 し キー ロッ ク が 解除 され ます 。 


2 計 意 ・ キ ー ロ ッ ク 解 除 は 、 キ ー ロ ッ ク を か けた 操作 か リセ ッ ト し な いと 解除 で ませ ん 。 


・ 業務 用 迷 な ど で 簡 単に ロッ ク を 解除 し た く な いと き は 、 通 常 キ ー ロ ッ ク を お 勧め し ます 。 
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便利 な 提 能 


バッ テリ ー 矯 告 機能 


電池 の 残 時 が 少な く な る と (ヒコ が 点灯 し 、 電 池 の 交 換 時 期 が 近づい 
ARE 


し ます 。 
点滅 し まし た ら 、 新 し い 電 池 と 交換 し て くだ さい 。 


オプ ショ ン の ニッ カド バッ テリ ー バ パッ ク (EBP- 8 また は リチウム イオ 
ン バ ッ テリ ー バ ッ ク (EBP-70) を ご 使用 の 場合 、 セ ッ ト モ ー ド の 電池 選 


択 機能 (P.33) で 、 使 用 する 電池 の 種類 を 選択 し こく だ さい 。 バ ッ テ リ ー 
警告 マー ク を 交換 時 期 に 合わ せ て 正しく 表示 する こと が で きま す 。 


リセ ッ ト 
設定 状 馬 な ど が わか ら な く な っ た と き に 初期 化し ます 。 


[F] キー と [MONI] キー を 同時 に 押し な が ら 電 源 を 入れ ます 。 
ーー ディスプレイ 全 点 灯 中 に 「[F] キー と [MONI] キー を 離し ます 。 


9 
セッ トモ ー ド 
各種 機能 を 用 途 に 合わ せ て より 使い や すく する た め に 、 本 機 を カス タマ イズ する こと が で きま す 。 
セッ トモ ー ド 一 覧 


カス タマ イズ 項目 
電 池 選択 機能 
コン パン ダー 機能 
VOX 機能 
秘話 機能 
ビー プ 音 量 設 定 
エン ド ピ ー 機 能 
ベル 機能 
ラン プ オ ンプ オ フ 設 定 機能 
PTT ホー ルド 機能 
PTT オン ン オ フ 機 能 


P.32 か ら P.40 に セッ トモ ー ド の 加 項 目 の 設定 方 法 を 記載 し て いま す 。 
な お 、 掲 載 し て いる ディ スプ レイ 表示 は 、 工 場 出 荷 (初期 ) 状態 の も の で す 。 


フ 
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セッ トモ ー ド 
宮 項 目 の 設定 方 法 


セッ トモ ー ド 共通 の 基本 的 な 操作 方 法 は 次 の と お り で す 。 
各 項 目 の 詳細 は 、 該 当 す る ペー ジ を 参照 し て くだ さい 。 


① セ ッ ト モ ー ド に する 
[IF] キー を 押し な が ら 、 [SET] キー を 押し ます 。 
3 ーー セッ トモ ー ド に 入り 、 カ スタ マイ ズ で きる 項目 が 表示 され ます 。 


カス タマ イズ 項目 を 選択 する 


[SET] キー を 押す ご と に 項目 が 切り 替わり ます 。 
[F] キー を 押す と 前 項目 に 戻り ます 。 


32 


⑨ 設 定 値 を 変更 する 
^ ム また は マキ ー を 押し て 設定 値 を 変更 し ます 。 


④ 設 定 を 完了 する 
[PTT] キー を 押し て 設定 を 完了 し ます 。 


電池 選択 機能 


オプ ショ ン の バッ テリ ー パ ッ ク (EBP-25N.EBP-70) を 使用 する 場合 に は 、 
バッ テリ ー 人 警告 マー ク を 電池 交換 時 期 に 正しく 表示 させ る た め に 使用 する 電 ヵ月 た ) 


池 を 選択 し こく だ さい 。 
初期 状態 で は AL (アル カリ 乾電池 ) に 設定 され て いま す 。 
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セッ トモ ー ド 


参 十 池 の 設 定 を する 


① セ ッ ト モ ー ド に し て 「bAt] を 選択 し ます 。 
AA また は マキ ー を 押し て 「AL Li nil の 中 か ら 選 択 し ます 。 


AL: アル カリ 乾電池 ンプ オキ シラ イド 乾電池 


Li : リチウム イオ ン バ ッ テリ ー バ ッ ク (EBP-70) 
ni : ニッ カド バッ テリ ー パ ッ ク (EBP-25N) 


コン パン ダー 機能 
コン パン ダー 機能 を 設定 する と 、 音 声 通話 の 明 須 度 を 上 げ る こと が で きま す 。 
信 コ ン バ ン ダー 機能 を 設定 する 


① セ ッ ト モ ー ド に し て 「CmP」 を 選択 し ます 。 
⑧4A ま た は ヤマ キー を 押し て ON/OFF を 設定 し ます 。 


ー コ ン バ ン ダー 機能 設定 時 に は 、「 朋 」 が 点灯 し ます 。 


注意 コン パン ダー 機能 の な い ト ラン シー バー と も 適 話 は で きま す が 、 斉 声 が 聞き 
ト ニス その 場合 に は コン パン ダー 機能 を OFF に 設定 
で ざい 。 


J3 
[の - ロ a 


セッ トモ ー ド 


[PTT] キー を 押さ な く て も 自動 的 に 送受 信 を 切り 替え られ る 機能 で す 。 マ 
イク に 音声 が 入れ ば 送信 、 音 声 が な く な れ ば 受信 に 切り 替わり ます 。 
ハン ズ フ リー で の 通話 が 可能 に な り 両 手 が 使え な いと き に 便利 で す 。 
初期 状態 で は OFF に 設定 され て いま す 。 


@⑯VOX 機 能 の 設定 を する % 
① セ ッ ト モ ー ド に し て 「vo] を 選択 し ます 。 2 
②④4 ま た は マキ ー を 押し て 「oF Lo Hil の 中 か ら 選 択 し ます 。 』/ リ 刀 
ーVOX 機 能 設定 時 に は 、「 う と 」 が 点灯 し ます 。 


OF : VOX 機 能 OFF 
Lo : VOX 感 度 小 (大 き な 音 で 反応 し ます 。) 
Hi : VOX 感 度 大 ( 小 べ な 音 で 反応 し ます 。) 


オプ ショ ンマ イク で の 使用 方 法 

@EME-19A (ヘル メッ ト 用 ヘッ ド セ ッ ト ) で VOX 機 能 を 使用 する 場合 、 
① セ ッ ト モ ー ド VOX 機 能 で 「Lo , 日] の どちら か を 選択 し ます 。 
セッ トモ ー ド PTT オ ンプ オフ 機能 で PTT オ フ を 選択 し ます 。 


ヘッ ド セ ッ ト 側 の 黒 ボ タン は 押し 込ん だ まま マイ ク に 向かっ て 話し て く 
だ さい 。 


介 VOX 機 能 付き を の マイ ク (EME-12A,13A.15A) で VOX 機 能 を 使用 する 
と き は 、 本 体側 の VOX 機 能 は OFF に し て くだ さい 。 


35 


セッ トモ ー ド 


・VOX 機 能 は 一 部 の オプ ショ ンマ イク で は 使用 で きま せん 。P.43 の オプ 


ショ ン 一 覧 家 を ご 覧 くだ さい 。 
・ VOX 感 度 を 「Lo」 に 設定 し て も 、 斉 声 以外 で 送信 し て し まう 場所 で は こ 


の 機能 は ど 使 用 に な れ ま せん 。 
秘話 機能 (スク ラン ブル トー ク ) 
スク ラン ブル トー ク に する と 、 他 の 人 に は 会 話 の 内 容 が 理解 で き な く な り ま 秘 語 
9 
3 秘話 機能 を 搭載 し た 上 弊 社 製 ト ラン シー バー 問 で 通話 する こと が で きま す 。 い と - ロ ロロ 


佑 秘 話 モ ー ド に する 
① セ ッ ト モ ー ド に し て 「Scr」 を 選択 し ます 。 


②④4A ま た は マキ ー を 押し て ON/OFF を 設定 し ます 。 ご スク ラッ プル こ 
2 ss Ch1-10 1 
秘話 機能 設定 時 に は 、「 秘 話 」 が 点灯 し ます 。 ラー 


36 


セッ トモ ー ド 


本 機 か ら 唱 る ビー プ 音 (操作 音 ) の 音量 を 設定 し ます 。 
初期 状態 で は 「Lo] が 設定 され て いま す 。 


@⑯ ビ ピー ブ 音 量 の 設定 を する 
① セ ッ ト モ ー ド に し て 「bEP] を 選択 し ます 。 た ワリ っ た 
4A4 ま た は マキ ー を 押し て 「oF Lo Hi] の 中 か ら 選 択 し ます 。 「 賠 選 

ー「OF| に 設定 する と すべ て の ピー プ 音 (キー 操作 音 、 名 種 アラ ー ム 音 、 


ベル 音 ) が 鳴ら な く な り ま す 。 
「Hil に 設定 する と すべ て の ビー プ 音 量 が 大 きく な り ま す 。 


イヤ ホン を 使用 し た 状態 で ビー プ 音 量 を 「HI」 に 設定 する と 、 大 き な 音 で 
耳 を 痛め る 可能 性 が あり ます の で ご 注意 くだ さい 。 


エン ド ピ ー 機 能 


[PTT] キー を 区 し た と き の 「 ビ ピッ]」 音 の ON/OFF を 設定 し ます 。 
初期 状態 で は ON に 設定 され て いま す 。 


エン ドビー の 設定 を する 


① セ ッ ト モ ー ド に し て 「EdP] を 選択 し ます 。 た 』 ワ 月 


@ 全 また は マヤ キー を 押し て ON/OFF を 設定 し ます 。 
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セッ トモ ー ド 


呼び 出さ れ た こと を 表示 と ベル 音 で お 知ら せ し ま す 。 
初期 状態 で は OFF に 設定 され て いま す 。 


多 べ ベル の 設定 を する 


① セ ッ ト モ ー ド に し て 「DbEL] を 選択 し ます 。 
AA また は マキ ー を 押し て ON/OFF を 設定 し ます 。 


ー ベ ル 機 能 設定 時 に は 、「 の 」 が 点灯 し ます 。 


イズ 七 4610 め 間 通 中 が 途切れ た あと に 受信 し た と き 、 ベ ル が 作動 し ます 。 


ラン プ オ ンプ オフ 設定 機能 


ディ スプ レイ 昭 明 を 点灯 させ る 機能 で す 。 初 期 状 態 で は 「5」 秒 に 設定 され 
て お り 、 キ ー 操 作 を する と 自動 的 に 5 秒間 照明 が 点灯 する よう に 設定 され て 
いま す 。 


ラン ブ の 設定 を する 
① セ ッ ト モ ー ド に し て 「LmP] を 選択 し ま 


②⑧ 人 AA また は マキ ー を 押し て 「oF 5( 秒 ) 遇 (常時 点灯 ) 」 の 中 か ら 選 択 
し ます 。 


j ち た! - ロ gn 


と 誠 の - ロ ロ 


セッ トモ ー ド 


た 薦 ティ スプ レイ 限 明 を 常時 点灯 させ る と 電池 の 消耗 が 早く な り ま す 。 


PTT ホ ー ル ド 機 能 


[PTT] キー を 一 度 押 す と 送信 を 継続 する 機能 で す 。 も う 一 度 押 す と 受信 待 
ち 受 け 状態 に な り ま す 。 こ の 設定 を お こ な う こと で 、 [PTT] キー を 押し 続 
ける 必要 が な く な り ま す 。 
初期 状態 で は OFF に 設定 され て いま す 。 


@PTT ホ ー ル ド の 設定 を する 


① セ ッ ト モ ー ド に し て 「HLd] を 選択 し ます 。 
@ 全 また は マヤ キー を 押し て ON/OFF を 設定 し ます 。 


ジッ 
. 以 モ PTT ホ ー ル ド 機 能 ON で 送信 し た 場合 、3 分 送信 の タイ ム ア ウ ト (P.26) 後 、 
レ 約 ら 秒 経過 で 自動 的 に 送信 を 再開 し ます 。 


PTT ホ ー ル ド 機 能 は 一 部 の オプ ショ ンマ イク で は 使用 で きま せん 。 
P.43 の オプ ショ ン 一 覧 表 を ご 覧 くだ さい 。 


記 ロロ 
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セッ トモ ー ド 


PTT オン プ オ フ 設 定 機 能 


本 機 を 受信 専用 で 使用 する 場合 に 、 送 信 を 禁止 する 機能 で す 。 [PTT] キー 
を 押し て も 送信 で きま せん 。 初 期 状 態 で は ON に 設定 され て いま す 。 


多 PTT オフ の 設定 を する 


① セ ッ ト モ ー ド に し て 「Ptt」 を 選択 し ます 。 リ り 記 た 
⑨4 ま た は マヤ キー を 押し て ON/OFF を 設定 し ます 。 品 


3 っ OFF に 設定 する と 送信 が 禁止 され ます 。 
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区 罰 付 争 


本 機 の 補足 事項 を 記載 し て いま す 。 
難 チャンネル の 送受 信 周 波数 
圏 レ ジャ ー チ ャ ン ネ ル 園 ビ ジネス チャ ン ネ ル 


LO1 4255.2000MHz 4855.0500MHz 
| LO1 | 

LOg 455. ら 155MHz 455.0655MHz 
| LO8 | 
485.5550MHz | bo8 | 425.0750MHz 
455.2375MHz | bo4 | 455.0875MHz 


| bO5 | 42e100OMHz _ | 
| bO6 | 42e1125MHz _ | 
| bO9 | 42215O0OMHz _ | 
| b10 | 42e1685MHz | 
L_b11 | 4828.1750MHz _ | 
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付 銀 


トー ン 周 波数 一 覧 (グル ー プ 番号 ) 


| 01 | 6Z0Hz | | 31 | 

| 0g | 718Hz | 17 | 1188Hz | 38 | 

| 03 | 744Hz | 18 | 1e30Hz | 33 | 810.7Hz | 
| 04 | 7Z70Hz | 19 | 1I@73Hz | 34 | 1B.IHz | 
| 05 | 798.7Hz | gO | 131BHz | 35 | 28e5.7Hz | 
| 06 | Be5Hz | el | 136.5Hz | 36 | 233.6Hz | 
| 07 | 854Hz | 8 | 1413Hz | 37 | 2418Hz | 
| 08 | B85Hz | 3 | 1462Hz | 38 | 250.3Hz 
| 09 | 915Hz | 24 | 1514Hz | 39 | 683Hz | 
| 10 | 948Hz | 85 | 156.ZHz | 40 | 1598Hz | 
| 11 | 974Hz | 86 | I622Hz | 41 | 165.5Hz | 


| 18 | 1OOOHz | 7 | 167.9Hz | 42 | 171.3Hz | 
| 13 | 1O35Hz | 88 | 1738Hz | 43 | 1773Hz | 
| 14 | 1072Hz | 9 | 1788Hz | 44 | 183.5Hz | 
L 15 | 11O9Hz | 30 | 1862Hz | 45 | 188.8Hz | 


EBP-25N ニッ カド バッ テリ ー バ パッ ク 

EBP-70 リチウム イオ ン バ ッ テリ ー パ ッ ク 
EDC-115 EBP-25N 用 標準 充 十 器 セッ ト 
EDC-109J EBP-25N 用 ツイ ン 急 速 充電 器 セ ッ ト 
EDC-158A  EBP-Z70 用 ツイ ン 騙 速 充電 器 セ ッ ト (EDC-125 付 属 ) 
EDC-158H  EBP-70 用 連結 充 宮 ス タン ド 

EDC-128 AC アダ プター 

EDC-162 EDC-158H 連 結 充電 用 AC ア ダ プ ター 

EDH-33 シガーDC/DC コン バー ター(12V/ ら 4V 車 対応 ) 
EMS-59 1] ) スピ ー カ ー マ イ ク 

EME-12A VOX 付 き ヘ ッ ド セッ ト (ヘッ ド ホ ンタ イブ) 
EME-13A VOX 付 き ヘ ッ ド セッ ト (イヤ ホン タイ プ ) 
EME-15A VOX 付 き タ イ ピ ンマ イク 

EME-19A (C ら ) ヘル メッ ト (安全 帆 ) 用 ヘッ ド セ ッ ト 
EME-21A イヤ ホン マイ ク (業務 仕様 ) 

EME-23A イヤ ホン マイ ク 

EME-29gA イヤ ホン マイ クイ ヤー フッ ク 付 き (業務 仕様 ) 
EME-3OA イヤ ホン マイ ク (ブー ム マ イク ) 

EME-31A イヤ ホン マイ ク (タイ ピン マイ ク ) 


(*1) EMS-59 (スピ ー カ ー マ イ ク ) は 、 


EME-6 イヤ ホン (スト レー トコ ー ド タイ づ ) PTT ホ ー ル ド 機 能 、VOX 機 能 が 使 
EME-26 イヤ ホン (カー ルコ ー ド タイ づ ) に 用 で きま せん 。 は 

ESC-45 ソフ ト ケ ー ス (*②) la ッ ト に は 使用 で き 
EJ-57U ユニ バー サル コン トロ ー ラ ー 
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付 銀 
定格 DJ-PAG0 


送受 信 周 波数 | レジ ャ ー チ ャ ン ネ ル 4225.2000 ご 425.3000MHz 
ビジ ネス チャ ン ネ ル 422.0500 一 422.1750MHz 
F3E (FM) プ F]D (FSK) 


受信 定格 出力 時 約 90mA 
受信 待ち 受け 時 約 50mA 
バッ テリ ー セ ー ブ 時 (平均 ) 約 80mA 


8 
還 


| 年 暑 | 185g ( 旦 三 形 更 電池 3 本 含む ) 
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